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鹿児島湾から得られた南限記録となるダイダイイソミミズハゼの記載と
本種の生態学的新知見

是枝伶旺 1・清水直人 1・本村浩之 2

Six specimens (25.2–50.0 mm standard length) of Luciogo-
bius yubai Ikeda, Tamada and Hirashima, 2019 were collected 
from gravel beach in Kagoshima Bay, Kyushu, Japan. Luciogo-
bius yubai has previously been known only from several local-
ities, viz., Shizuoka (Izu Peninsula), Wakayama, Niigata (Sado 
Island), Nagasaki (Fukue Island), and Hyogo (Ie Islands) pre-
fectures, Japan. Thus, the Kagoshima Bay specimens represent 
the southernmost records for the species. In addition, ecological 
notes on L. yubai, including habitate and feeding habits are pro-
vided in this paper.
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 Abstract

ダイダイイソミミズハゼ Luciogobius yubai Ikeda, Tamada 

and Hirashima, 2019（ハゼ科：ミミズハゼ属）は，眼下に

ヒゲ状の突起をもつこと，胸鰭上部の遊離軟条が 1本であ

ること，および赤褐色の体色などによって特徴付けられ，

これまでに静岡県（伊豆半島），和歌山県，新潟県（佐渡島），

長崎県（福江島），および兵庫県（家島諸島）からのみ記

録されていた（Ikeda et al., 2019；渋川ほか，2019, 2020）．

著者らが行っている鹿児島県内におけるミミズハゼ属

の分布調査の過程で，2020年 2–4月に鹿児島湾から 6個

体のダイダイイソミミズハゼが採集された．これはダイダ

イイソミミズハゼの南限記録であることから，本研究では

これらの標本を詳細に記載した．また，採集場所の環境や

本種の食性についてもあわせて報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Ikeda et al. (2019)にしたがった．

背鰭担鰭骨と脊椎骨（神経棘）との関係（P-V）の表記法

は明仁親王ほか（1984）にしたがった．標準体長は体長ま

たは SLと表記した．体各部の計測はデジタルノギスを用

いて 0.1 mm単位まで行い，計測値は体長に対する百分率

で示した．形態の記載は固定後の標本観察に基づく．生鮮

時の体色の記載は，記載標本のカラー写真に基づく．標本

の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．本文中に示した SPMN

は，ふじのくに地球環境史ミュージアムの略号である．本

研究では Luciogobius yubaiに適用される種の標準和名を，

渋川ほか（2020）と本村（2020）にしたがってダイダイイ

ソミミズハゼとし，本種が帰属する科を本村（2020）にし

たがってハゼ科とする．

Luciogobius yubai Ikeda, Tamada and Hirashima, 2019

ダイダイイソミミズハゼ
（Figs. 1, 2B, D; Table 1）

標本　6個体（体長 25.2–50.0 mm），すべて鹿児島湾北

西部（姶良市脇元町）に位置する岩礁性海岸から採集：

KAUM–I. 139736，体長 50.0 mm，水深 0 m，2020年 2月

14日，徒手，是枝伶旺；KAUM–I. 140928，体長 37.5 mm，

水深 0 m，2020年 2月 15日，徒手，是枝伶旺；KAUM–I. 

141810，体長 40.0 mm；KAUM–I. 141811，体長 31.1 mm；

KAUM–I. 141812，体長 25.2 mm；水深 0 m，2020年 4月 7

日，徒手，清水直人；KAUM–I. 145500，体長 37.0mm；水

深 0 m，2020年 4月 22日，徒手，清水直人．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体はやや側扁

した円筒形で細長く，体後半は前半より側扁する．尾柄部

の背面と腹面は僅かに隆起するが，尾柄部は直線的．隆起

は腹面のものほど大きいが，ほとんど発達しない．頭部は

縦扁する．鱗をもたない．吻端は丸みを帯び，吻長は両眼
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間隔よりも長い．吻部背面には縦方向に 1対の皮摺が発達

する．前鼻孔は管状で，眼の前方向の唇部直前に位置し，

先端は上顎を越えない．後鼻孔はやや縦長の楕円状で，瞳

孔よりわずかに小さい．眼はやや小さく，頭部背面に位置

し，眼の後背縁は後方にやや突出する．頭部背面は眼の後

方から左右 1対となるように隆起し，前鰓蓋骨縁付近で頭

高と頭幅が最大となる（小型個体では頭部背面の隆起が

不明瞭）．両眼間隔は広い．眼下には横方向の切れ込みを

3–5個もつ縦方向の皮摺が発達し，半円状または縦方向に

長い長方形状の 4–6本のヒゲ状の突出となる．口裂は端位

で大きく，後端は眼後縁より後方に位置する．下顎は上顎

よりわずかに突出する．両顎にはやや内側に反った小さな

円錐歯が数列並ぶ．頤の皮摺は背面から見て半円状から四

角で前方に突出する（KAUM–I. 139736は前縁が落ち込み，

左右で対状の構造）．鰓蓋後縁は滑らかで丸い．鰓孔は狭く，

前端は胸鰭基底下端よりわずかに下方に位置し，後端は胸

鰭基底上端よりやや下方に位置する．肛門は体の中央より

後方に位置する．臀鰭起部は肛門に近く，肛門後縁から臀

鰭起部までの直線距離は臀鰭起部での体高の半分未満．第

1背鰭を欠き，第 2背鰭のみをもつ．第 2背鰭は肛門より

も後方に位置し，その起部は臀鰭起部の直上か，後方に位

置する．第 2背鰭は大きく，第 5–7鰭条にかけて高くなり，

最長鰭条より後方は次第に低くなる．第 2背鰭最後方の軟

条は根元で分枝し，後方の分枝は前方の分枝より短く，そ

の後縁に明瞭な顆粒突起をもたない（極めて小さい顆粒を

もつ場合もある）．臀鰭は大きく，第 8–9鰭条にかけて高

くなり，最長鰭条より後方は次第に低くなる．胸鰭は大き

く，丸い．胸鰭最上の 1軟条は顕著な遊離軟条となる．腹

鰭は大きく，吸盤状で，前縁に突出をもたない．尾鰭は円

形．頭部感覚管をもたない．第 2背鰭第 1鰭条がもつ 2つ

の担鰭骨は，最後の腹椎骨よりも後方に挿入され，第 17

または 18番目の神経棘に 1つずつまたがるか，第 17番目

と 18番目の神経棘間に 2つ一緒に挿入される．第 1血管

棘の前に先行する臀鰭担鰭骨の数は 1．ほぼ全ての尾椎骨

の腹側前端に間接突起をもち，前方の尾椎骨のものほど明

瞭．

色彩　生時および生鮮時の色彩 –体色は明るい黄色か

ら強い赤みのオレンジ色で，下顎から臀鰭起部にかけての

Fig. 1. Photographs of Luciogobius yubai collected from Kagoshima Bay, southern Kyushu, Japan (A: KAUM–I. 139736, 50.0 mm 
SL; B: KAUM–I. 140928, 37.5 mm SL; C: KAUM–I. 141811, 31.1 mm SL; D: KAUM–I. 141812, 25.2 mm SL; E: KAUM–I. 
141812, preserved, 25.2 mm SL; F: KAUM–I. 139736, radiograph, 50.0 mm SL).
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体側下部は淡く，腹面は白い．体背面や体側には暗い黄色

からブラウンみのオリーブ色の色素胞を多数もち，頭部や

胸鰭基部では特に多い．各鰭の鰭条は体色と同様だが，先

端に向かい淡くなる．鰭膜は白色半透明から体色と同様の

色彩を示し，先端に向かい淡くなる．

70%エタノール固定された標本の色彩 –生時の色彩か

ら赤みと黄みが抜け，淡いブラウンみのオリーブからグレ

イで，下顎から臀鰭起部にかけての体側下部は淡い黄みの

グレイから薄い黄色を呈する．

分布　ダイダイイソミミズハゼはこれまで静岡県（伊
豆半島），和歌山県，新潟県（佐渡島）と長崎県（福江島），

および兵庫県（家島諸島）からのみ記録されていたが，本

研究により新たに鹿児島湾から記録された．

生息状況　本研究においてダイダイイソミミズハゼが
発見された生息環境は，潮間帯の中部から下部における岩

陰や窪地に堆積した直径約 1–2 cmほどの礫中であり（Fig. 

2），ヤリミミズハゼ L. platycephalus Shiogaki and Doutsu, 

1976やナガミミズハゼ L. elongatus Regan, 1905が同所的に

観察された．本種が生息する礫溜まりは礫の堆積が深さ

10 cm未満であることも多く，深く堆積した礫環境からは

現在のところみつかっていない．同環境は淡水流入や陸水

の湧出はみられず，干潮時に干出するが，底層の礫が十分

This study Ikeda et al. (2019)
Kagoshima Bay Japan

Standard length (SL; mm) 25.2–50.0 28.8–49.4
Counts (n = 6) (n = 32)
 Total dorsal-fin elements 10(5), 11(1) 8(1), 9(5), 10(23), 11(3)
 Total anal-fin elements 10(2), 11(4) 9(1), 10(9), 11(20), 12(2)
 Pectoral-fin rays 16(3), 17(3) 14(1), 16(1), 17(29), 18(30), 19(5)
 Pectoral-fin free rays 1(6) 1(32)
 Caudal-fin segmented rays 9 + 7 = 16(1) 9 + 8 = 17(31)

9 + 8 = 17(1) 9 + 9 = 18(1)
 Pelvic-fin rays I, 5(6) I, 5(32)
 Vertebrae 16 + 18 = 34 (1) 16 + 18 = 34(4), 17 + 17 = 34(1)

16 + 19 = 35 (1) 16 + 19 = 35(23), 17 + 18 = 35(3)
 P-V 17(1), 17-18(3), 18(1) 16-17(2), 17(11), 17-18(16), 18(2)
Measurements (% SL) (n = 6) (n = 22: 35.6–49.4 mm SL)
 Total length 112.3–116.4 (114.8) 115.8–118.8 (117.2)
 Head length (HL) 22.0–24.5 (23.1) 22.3–25.5 (24.2)
 Head depth at preopercle 8.4–10.5 (9.5) 9.5–12.8 (11.2)
 Head width at preopercle 10.4–14.0 (12.5) 12.0–17.5 (14.4)
 Snout length 5.2–6.0 (5.6) 4.8–6.3 (5.4)
 Upper-jaw length 9.0–10.9 (9.6) 9.0–11.4 (10.3)
 Eye diameter 1.8–2.5 (2.1) 1.8–2.5 (2.1)
 Interorbital width 3.2–5.5 (4.0) 3.4–5.3 (4.6)
 Body depth at pelvic-fin origin 7.1–10.8 (9.4) 9.0–10.7 (9.7)
 Body depth at anal-fin origin 8.7–11.0 (9.7) 8.7–10.8 (9.4)
 Body width at pectoral-fin base 8.6–11.8 (10.0) 9.5–11.9 (10.4)
 Caudal-peduncle depth 6.9–8.9 (8.0) 7.4–8.9 (8.1)
 Caudal-peduncle length 16.3–19.8 (18.2) 16.1–19.5 (17.9)
 Pre-anal length 63.4–68.8 (67.3) 60.3–64.8 (63.2)
 Pre-second dorsal-fin length 59.0–63.3 (61.3) 65.8–69.5 (66.8)
 Pre-anal-fin length 65.4–68.6 (66.7) 64.4–68.0 (66.8)
 Pre-pelvic-fin length 22.6–23.7 (23.3) 21.7–25.7 (24.0)
 Second dorsal-fin base length 13.1–14.7 (13.9) 13.3–15.6 (14.7)
 Anal-fin base length 12.9–20.2 (15.5) 14.0–16.4 (15.1)
 Second dosal-fin length 8.7–11.2 (10.0) 9.7–11.8 (11.0)
 Anal-fin length 7.3–10.0 (9.1) 9.1–11.1 (9.9)
 Pectoral-fin length 13.0–16.6 (14.3) 14.4–16.9 (15.7)
 Pelvic-fin length 9.0–10.5 (9.6) 7.3–10.8 (9.6)
 Caudal-fin length 13.7–18.3 (14.9) 16.7–19.6 (17.9)
Measurements (% HL)
 Head depth 42.4–46.2 (44.2) 40.6–54.5 (46.4)
 Head width 43.6–53.2 (48.4) 51.5–69.1 (59.7)
 Snout length 23.0–25.7 (24.1) 19.4–24.8 (22.5)
 Upper-jaw length 34.7–42.0 (37.7) 38.5–47.4 (42.6)
 Eye diameter 5.9–11.4 (8.6) 7.3–10.6 (8.6)
 Interorbital width 14.2–18.2 (16.3) 16.5–22.4 (19.1)

Table 1. Counts and measurements of Luciogobius yubai. Number of specimens in counts and means in measurements are shown in 
parentheses.
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に湿潤していた．近辺の干出する礫環境に生息するキマイ

ラミミズハゼ Luciogobius sp. 1 sensu Shibukawa et al. (2019)

やアカイソガニ Cyclograpsus intermedius Ortmann, 1894は

潮間帯のより高所に生息し，同所的にみつかることは通常

ない．ダイダイイソミミズハゼは低潮線では礫浜の転石下

や湧水のある転石下，高潮線では湧水が滲出する砂礫帯か

らみつかるとされている（Ikeda et al., 2019）．以上のこと

から，ダイダイイソミミズハゼは潮間帯の低位など乾燥し

にくい湿潤な環境を好む可能性が示唆された．本種のより

詳細な生息環境はさらなる調査が必要である．

本研究においてダイダイイソミミズハゼがみつかった

場所は，鹿児島湾沿岸でも全長 500 mに満たない限られた

海岸であった．著者らが実施する鹿児島県内におけるミミ

ズハゼ属魚類の調査でも，本種は他の地点からみつかって

おらず，鹿児島県に生息する本種の個体群サイズは極めて

小さいと考えられる．鹿児島湾の同海岸線では僅か 30 m

に満たない範囲でのみキマイラミミズハゼの生息が確認さ

れており（是枝，未発表データ），鹿児島湾北西部沿岸は

ミミズハゼ属にとって生息に適した環境であると考えられ

る．

本研究において採集直後のダイダイイソミミズハゼは

端脚目のヨコエビ類を嘔吐した（Fig. 3）．砂礫間隙に生

息するミミズハゼ属魚類では，オオミミズハゼ L. grandis 

Arai, 1970やヤリミミズハゼ，ナガミミズハゼの餌資源と

してカイアシ類や等脚目，端脚目などの間隙中に生息する

小動物が報告されていた（塩垣・道津，1972, 1977；塩垣ほか，

1974；Kondo and Kato, 2018）．本種においても，砂礫間隙

に生息する他のミミズハゼ属魚類と同様の食性を示すと考

えられる．

備考　記載標本は背鰭と臀鰭の総鰭条数が 10–11であ

ること，胸鰭条数が 16–17で，最上の 1軟条が顕著な遊離

軟条となること，眼下にヒゲ状の突起を複数もつこと，お

よび生鮮時にオレンジから黄系の色彩を呈することなどの

特徴が，渋川ほか（2019）と Ikeda et al. (2019)に示された

ダイダイイソミミズハゼ Luciogobius yubaiの特徴とよく一

致したため，本種に同定された．

ダイダイイソミミズハゼは近年の研究ではミミズハゼ

属に帰属されているが（渋川ほか，2019, 2020; Ikeda et al., 

2019），分子系統解析の結果では本種がミミズハゼ属では

なく，コマハゼ属，セジロハゼ属，およびシロクラハゼ

属との姉妹群を形成する（Yamada et al., 2009; 渋川ほか，

2019）．しかし，本研究で得られたダイダイイソミミズハ

ゼは，背鰭最後軟条の鰭条基部で分枝した後方の軟条が前

方の軟条より短く，その後縁に明瞭な顆粒をもたないこと，

頤の皮摺が前方に突出し，殆どの個体で背面からみて先端

が二叉しないこと（KAUM–I. 139736のみ前縁が僅かに落

ち込み，左右に分かれた対状の突出となる），尾鰭基部の

後縁に黒褐色の横帯をもたないこと，および尾椎骨腹側前

端に間接突起が発達することが，渋川ほか（2020）に示さ

れるミミズハゼ属の特徴と一致したため，本種の帰属を近

年の研究での見解通りミミズハゼ属とした．

渋川ほか（2019）は静岡県，和歌山県，および兵庫県

（瀬戸内海の家島諸島）から採集されたミミズハゼ属を

Luciogobius sp. 2とし，静岡県産の標本（SPMN-PI 44317）

に基づき新標準和名ダイダイイソミミズハゼを提唱した．

Fig. 2. Habitats of Luciogobius yubai in Kagoshima Bay (A and 
C: habitat of L. yubai; B and D: just before collecting).

Fig. 3. Unidentified Amphipoda from stomach contents of Lucio-
gobius yubai from Kagoshima Bay.
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その後，Ikeda et al. (2019)は静岡県，和歌山県，新潟県（佐

渡島），および長崎県（福江島）から採集されたミミズハ

ゼ属魚類を Luciogobius yubai Ikeda, Tamada and Hirashima, 

2019として新種記載し，新標準和名アカツキミミズハゼ

を提唱した．ダイダイイソミミズハゼとアカツキミミズハ

ゼは同種と考えられ（渋川ほか，2020；本村ほか，2020；

本研究），両和名とも適切な方法によって提唱された．し

たがって，本研究では L. yubaiに対し，出版日が早いダイ

ダイイソミミズハゼ（2019年 3月 31日）を適用すること

が妥当であると判断した（アカツキミミズハゼは 2019年

8月 20日）．

ダイダイイソミミズハゼの記録は分布の項に述べたと

おりであり，本種の記録は長崎県福江島以北に限られるた

め，本研究で記載した標本はダイダイイソミミズハゼの分

布南限を更新した記録となる．
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